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エ ンドウから分離された Lettucemosaic
virusについて
杭 rl'l ･71':*･井+.成 (.-;･井 _l二忠 FP,**
1969隼11月和歌山県御坊Thlで,兼に軽い垂脈透化症状を示したェソ ドゥ(ET.種オラ./ダ)
の病棟を採班iL,柄原ウイルスを分離して調べたところ,わが国ではェソ ドゥに発牛する
ウイルス病としてまだ裾 1.-･されていない Lettucemosaicvirus(LMV;*/*:1ソ*:E/E:
S/Ap)であることが判明した.
LMV は 1921年 Jaggarが 戚初にレタスのモ rJ:(ク蛸として .別 荘してより,数与くの
研究･裾 ●.'･が 見られる (NewhalL1923,Brandenburg 1928,Ogitvie1928.〔)gilvieetal.
1935)が,その病原は 1939年 AinsworthandOgilvieによって初めて LettuceTnOSaic
virusと命名されたものである.このウイルスはレタスに広 く発JLL,その丘要病胃とな
っているが,エソ ドゥに臼然発生が 認められたという報告は Provvidenti,C.(1973)の
記･l･Eがあるだけのようである.
本犯門はわが国でェ./ドゥから分漸したウイ/i･スの.-捌生状について調べた成hliを取 りま
とめたものである.
1こワ3rl姥行なうに当って協JJl'J.tいた光畑舛二托T･.'に派誘け >L.
材 料 と 方 法
供訳ウイルスは和歌山州御坊市で採J!･したエソ f′ゥから分断したものである.-1/ Fウ
における病故は,同版 I-1に見られるように,小退色蛸′在TQlよび葉脈透明症状であった
これから分離した病原 ウイルス (分離番号,69-058)は汁液峻掛 こ1ってレタスおj:び仏
同大莱エソ ドゥに柿え縦いて維持したものをほ柄源として供試 した.
汁液推称はカーボラ,/〆ムを用いた常法に1って行なった,寄生牡の試駅で無病敢およ
び病微小明確な1拍物における感瀧の有無は 峻価柴で は 10-15日後,上薬では 20-25日後
に Chenof'odl'umamaranticolor,C.quinoa.L,_JJス.lt=ソニチ J ウたどの榊 如こ),iL接稚
して仰二かめた.
アプラムシ伝搬訳的iLモモアカアブラムツを1時nTl絶食後.感得 吸 汁l即'1および姥和 Pji
･11時間をそれぞれかえて､l唖令1tL'(物 1本あた r)3凪を用いて吸汁させる)j法によって行な
.,た.接相打とLてほ汁液接柾て.Iumt党柄さ･LTたレ'Jス (ウェア-ット)杏,柁抑仙物に
はRLr全なレタス (ウェア- ンド)肺を用いた,
木蛾ぐ~,'の内容は1972年4月n/柚tl'物病児･17=会大会で発プ<Lた.
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物件性.1ついては テl液松帆 こよって 雅柿し,純鉄の明瞭な ?`.Jいレクスの掛こ]Ol;'7･Tra-V)
0.oIM リン舵緩師液 (pH7,0)Ii-1uLI.･iて射 砕L,3,000rpm.10'/JYEH遠心分離 LfJ/-I.J,L'
用い常法によって試映した.検定植物には C.amaraniicolorを用い,6枚のは梅酢ニJI
じた局部病妹数を3.1ベ, 1発､tうりの平｣瑚両班教を節HJ.した.
純子伝染の黒.P,'Rでは目敏搾取 こJ･-,て削 ,iしたレ/jスから1東邦 したもU)I,AITt,11右.什 亡殺
菌-1･.堺に肺和し,幼苗の発1ilji･鈍1';iIした.
ウイルス粒子のLh'-州徴鏡槻畑` L2% リソタソ'/ステソ恨 (pH6.9)をrflい/二DN法試
料について行なった.また病刷物を6%グ/L,タ-ルアル).1'L ドと1%凶恨化ントスftラムで
2屯聞産後,エタノール系列およびアセ トンで脱水 し,エ･+.ソ樹昭に'ii押した.Jhl薄切片
作製後.榔恨ウ=/ニ′レと'/エソnT･'AL鉛で2lr.;(j池 を/(碕 っで市子聖廟鞄鈍親祭した.
実 験 結 果
1. 寄主範囲およひ感染植物の病徹
す1液按純を行なって 調べた結果を 第 1舟 こノ｣.;した.本ウイルスの-ifモ穐Elflは 1ヒ棟的狭
く,感染が桂こった主fL榊 勿とその捕徴!,エ次のようであっ[=,
レタス- ウェ7ヘット:接補輩に病故を現わさなかったが,上j掛二は納め比鞍的はっき
りした葉脈通化を生 じたのち,モザイクとなった (I;4版 I-5,6).ときに葦辺部にえそをお
こして全体的に"jL'化し.萎縮するものも見られた.
レタス一二ュ-ヨークおよび グレイ トL,イクス : 初J捌両級〝)盛脈適化は比帳的頼かっ
たが,のち 川1瞭なモザイク斑を′L=_じて,胡化も見られた. 推称薬にはときに径1-3mm
の淡いえそ輪紋の局,W病Bfが形成 された.
ェt/ドゥー仏同大姫 :仝JI悠放し,接縄2迎｢耶秦LJiよ()初め繋脈透化 および iLi(iL,Il,･!-.7
を'1=_じたが,退色斑点のJ;r.1りが淡 くほ'け,の F'･lLfいモ･Fイク,ときに淡い葉脈退i,相手にな
ることもあった (｢il)'kI-2).
供試 した仏同大姫,州･H削英,八雲,は托'JA;7t灘陳 .･米同人基.I'l竜,7ラスカ,渥)-≡
朋札 鼎沖醸摩, 剛 LE漸ノT,真価網 札 オランダ, 卿 It遠州五号,7ルjJl-マン,ウス
ィ,および PerfectedWalesの16JT.倭はナ てヾ感受椎であったが.八雲およびサランタ
の2品鍬 工比較的ほっきI)した 退色臥左よりなる･t･-り-1'クをJホ し (剛加工13,4),准同大
_莱,其価附姫および恥津瀬戸などの品秤は病軌か小材 ､1た.
ホウL/ソソウ :今 J.y感触し.楼砕 14-1811後Lfir一脱色斑′1!'.を 〈l=じたが.払大小fTTる
もV)もあって輩内部が;'IB色し､凍脈が釧 く緑色に残る?.日大を示した.接師には柄微が見ら
れなかリた.
C.amaranilCOlor:抜柳灘に羊･Jd)淡l.t退出仇点JI_r･ノl二LI,の rJそのIl心に吹l'I色斑点また
はえそ輪点 (ril拒ⅠⅠ-4),退出跳/L.I.Jの).I1りはややえそ化し,さらに赤紫色の輪純とかった.
塵がjt(-化すると,Jl'紫色病許の外川 リボ毛Iを色の輪紋として残った_ときにJP.J-*感染し,少数
の退色斑一･!王を〈Jこじたが.椎師柴の【1-51WF億に発/1-し,そo)F･､柴には発1-.したい切でTfJtl
多かった.
C.quinM:接伸度に初めJi色斑点を1=Tじ,のす'その中心にえそ斑,L.tI.ち,'I:Tじた.t'L.i:化Tt
ると過Cl研点 の).7川 が紅色のIIGi紋として城 っr=_全身感放し,洋 2-311m のjlT州が/吉け
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た退色轍′r､':r､を坐 して-巨.j-イクとな り,葉の発育が やや 不良であった (図版 Ⅰト5).退色旅
点の･Tl心にえそ臥 rLを牛ず るJU)も比られた.
セソニチコウ : 接種薬に灰白色のえそ輪紋を 生 じたが, 嫡斑は 2享巨のものが-Ji,か った
(図版 H12).病班の中心は初めあを色でのち ,Alt紫色化 してきた,全身感染は しなか 一,た.
ヒヤクニチソウ:接都築に柄淡は見られなか った. 全身感狼 し,Ur紫に 初め柴脈透 化
を 生 じ (図版 II-6).軽いモザイクとなったが,のち ･tザ イクは めだたな くな った.一時
病徴の出別がマスクされたが,その後に発生 した新築にはlTj-び病徴を現わ し,薬の収部に
モザイクをニトじた.これ も薬の成熟 とともにマス クされた.
ツルナ :接相乗が讃化す ると緑色の斑ノ!IT'j71残 り.ときに緑色輸点 となるものもあ った.
7スター :全身惑梁 し,初め退色珊′･.▲tI.を′卜じ,0)も淡いモザイクとなった(図版 IL3).
JIxT,llJi エソドゥから分稚さhた LMV の'.b'j=.稲畑
全Jj.嘘.恥帖物
キ ク 科 レ iL ス (M), ヤ～'ル .ー1･1-7 (m), ヒ十ク二チノウ (M),
エ ソギ ク (M), キ ンセ /め (1･lL), シ ュ ン ギ ク (lat),
ノボpi'〃 (m). オ ニ ノゲ こ.I'111), 1)ユウセノサイ (M).
マ メ 科 .ソドゥ (CS,rn), スイ トL･O- (Jaモ)
アカサ村 C.quinoa(CS). C.amarantJLnlor(Ct=1),ホウレソソウ (m)
局部感触机物
7カサ千十 ア T)/jソウ (lTS)
ヒ ユ 科 七ソ-j-コウ (NRS)
ツルナf;l- ツ ル ナ (Y-GS)
非岱敗組物
グノごつ(Samsun.WhiteBurley),NwotlanaruStlCa,N.glutinosa,Daturast7'amOnium,
トマト.tl'--.･ソ, ソ` ;/､, コギク,ヒナギク,とてワT).コポウ,コスモス,/ロムシヨケ
ギク,キュウリ,スイ1),カボチャ,七イヨウノ)ホチャ.-I+.Tヵポチ1,,7タンソク,サ ト
ウタイコソ,-クサイ,キ十ペソ,タイコソ. コtJJ7, コマツナ,カーネーノヨソーヒノコ
ナチ､ノコ,r17スレナクす,ソラて J.イソJr'/, アズキ,ササゲ, リョクズ,レンケ,レッ
トクロバー.ク1)ムソングロ/く-,アルサイククp--.タイス.ノ､ブソウ, トウキロコン,
コムギ,ゴマ
( )内は病微を示す M:モサイク1礼 m:怖いモザイク弦, 1at:柵 r弓彪感淡,
CS:退色H,烏, NS:えそ耶 点, lTRS:えそ輪紋, YIGS:_祭が;･'ilLL
鮎Ci】札貴を残す.
2. 伝 搬 方 法
(a) 機械的伝搬
汁液頗機に よって容馴 こ移され る
(ち) 77ラムシ伝棚
獲得吸汁時間 絶食 モIt7力7プラムシを病柄物に 1分,lo牙,1時札 4時間および
24時間おいてn)1汁 させたのち,それぞれをPLt全 L,/jスに移 して24時間吸汁 させ ,発病の有
無を調べた,その結果は第2表にTLこす,
7プラムシは病植物を 1分間J吸日す ることに よって.)イルスを獲得 し,伝搬 した.
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接種吸汁時間 絶食モモ7力7プラムシを 病帆物上で 24昨糊姓得l扱け させたの ち,
紺全 レjLスに移して 1I)JL,｣O分,=l刷 J,/1日刷lJおよび 24時仙接純吸71さIu･,御 lilU)イ拍〔
を調べた.その精巣は第 2蓑に示す.アブラムシはいずれの接種吸什時間でもウイルスを
巨鞘 した.
短時間吸汁による伝梯 モ 亡ア /ーJ717ラムシ(r)病仙物 卜におけ/J獲得射卜17日"lLhLlび
維全仙物_山こおけ る接抑吸汗IL'JIL'.ほ と小二1分iL"iL,ウイルスのlzJ胞.lt駅を,行なった.
その結果は第 2表に'-Jtす.アブラムシは 1分間の掃い獲得吸.(｢および接櫛吸汁によってウ
イルスを伝耕 した.
ウイルスの伝搬能力保持時間 絶食そモアカアブラムシ,irJ病刷物 Lにおいて 1分間獲
fLJt吸ilさせた0)七',他全レ/jスの幼rI'TLC二移し,24ft!1-J川仙 二1lul次新 しいl-tl(･二移 しかえて､ウ
イルスの伝搬能))を調へた.その拙IRは択2舟 こ小才.Jl抽)の 1日臣順 汁させた1IL'裾 二発
病 し,2Lr｢l以後IVltlの刷物には発病か見られず,モモフカアブラムシは永紬伝搬 しなし､
ことが認められた.
(｡) 種子伝染
レタスのウェア- ッドおよ
びニューヨークの病植物から
採種 した種子について.Wべた
結果は第 3蓑に示す,この結
果からウェア- ノドおよび ニ
ュ-ヨークの両晶椀とも雌イ
伝渠することが 認 められた.
ウェア- ,卜は 1,031の~針中
8本 (0.8%),ニューヨー ク
では 596のILl']巾29本 (4.9%)
の発病が 見られた.発病 した
棟は木酢1-2枚の噴,腰 に
ね じれ/(ともなった明瞭なモ
ザ イクを /i_'じた (岡版 1日 ).
これらの病棟についてu-一価
棟'/t捕物のレタスや C.ama-
rantlCOlorなどに･71滴接種を
行なう方班によってウイノレス
の存在が確認 された.またウ
ェア- ッ ドの種子伝染 した病
棟から採種 した顕子狛 1fび播
種 して 種子伝染 を 調-た 結
果.祈 3蓑にンJ=す ように.526
のF-;L叶,2本(0.4%)が発病 し,
前記黒験と同様にtJt率ではあ
.rir)
fj12人 LMVのモ-i-1fカフプラムンによくゝ伝搬
対 Il.(:1 迎 '(■IlLi･Ll嶋 閃
酎上地汁リ湖了 (陛J7I虫) 1分 10分 1仲間 4時間 241t.'欄
0'9 6/9 4/9 0/9 2/'9 1/9
対 .l.li は 仰 吸 汁 時 間
推称.･Jl汁･iZ放 ((51-r令虫)1分 ]0/'11仲間 4r'洞 24時制
0/6 1/6 1/6 2/6 2′6 3/6
iJi柚物 1/JJ.姥稚RILl物1分のl.ER汗
仙肘･'j=11枚‖ 対棋 他仝棚 妙Jl汁山) 柄組物吸汗虫
'Ji 酔
0/6 3ノ6
対 .L7!Lt 投付吸汗後の経過日数
tL;搬 能 力 欄 令血) 川 2日 3日
保持仰rl排)3gJri
0ノ′6 3/6 0/6 〔.ノ6
捕jf1物,ほ附山物はともにレタスのウェ-,一-ッド抑ftL,用い
た -/'フラムシ山 ;<(酎机物1本当り3把をl射l一させた
(料(引･J)殻/掘附Jjこ放)
:(i3炎 LMV のL//jノ､にわける輔-(-tム放
.7..㌧ 純 朋Itl'fl'放 免病術数 純子伝染ヰ(%)
クエ7へ ノト 1031 8 0.78
ウェア-I/トーt 526 2 0.こう8
ニ _L一 三L- ク 5し16 29 48'I
4=Wlf-(i,染附二者.Jリ三したfL･r･了
J.'t'了･TTr"Il;
第･IJl- Jこ</ ドゥか ｢,I/梢(さ～t/iLMVの物理什
対iI.lJ･. 40oC 5O 55 6O G5 70
耐 熱 性
G.料;jiJ吐
保7-rLlヰ皮
20 20 11.5 1T000
[OL1 5×101 )02 5ン･10-0- H)一･l lO-1
IT5 75 2.() 03 0 0
1E1 2 4 畠
12.0 10.0 1 0 〔)
椎'jul物 C.amarantlCOlor(う枚にJH f=局溺揃や【の
11':'f川 のTl'lJJ放
?
?
?
?
?
?
? ???
?
?
?????
600 700 800 900
耶】同 LMV相子の指き (nm)
ったか.種子(1-.･裾瑞だと'jF,)i
i-.
3. 物 理 性
レタス病IA-I机日液中 LT)ウ
イルスのJ/1'定作について.C,
amaranticolor-/1,枚定植物と
して調へた.その結果は第4
蓑にjT=す.本ウイルスの小iLT,
化弘U釣上55-600C.10;JL,a,
釈限度は500-1,000(.Il.-,(出 f･
限度は20OCて4-8｢rてあ
った.
4. ウイルス粒子の形態
tE液抜都によって発病した
レタス,エソドゥおよび C,
quinoaなどの桝物の DN法
試料について,'E子顕徴掩観
察によりウイルス粒子の形態
を調べたところ,いずれの植
物からもひも状粒子が親祭さ
れた (岡版 Hl-1).ウイルス
'l:I子の長さは第1同に見られるよりに約 750nm て,帖は約 13nm であった:.
5. 病葉超薄切片の電子顕微鏡観察
本ウイルスに感染したレタスおよびエソドゥの典の超滞り)片をP.電子uA一軟鉄親祭した.そ
の結果は,周版 HI12.3に 見られるように,釧職質内にウイルス粒子 および 封入体が認
められた.この封入体の切片像は pinwheeLbundleおよび plate状であった.pinwheel
の分枝は軌1抽 ミ少なくて放別状のものが多く,各分枝が2軒かこなっているLのもよく認め
られわ. これらの細胞所内封入体の破J日工DN法試料にも観禦され,そ州 二は 線Rt耶南約
5nm のTrフ行直線微細構造が見られた (開帳 HI-4).
6. X体
tlF液接柿で感fJtL･/.エソドゥおよびL,クスの病紫の太政をはぎ,これを Christle(1967)
の=上告した方法に従って Methylenb一ue-phlox主n'Ijt色液で敗色し,光学跡徴税で観J,y;iし
たところ,伺版 II-7にIlられるように,細目他州 こX休が 認められた.核は 淡い緑色に染
まり,X体はピソク色で,核の1- 2倍の大きさのものが多かった.またX体は接に隣接
するか,あるいは核をとりまくような位肝に形成されていたが,ときに核から射れた切I)(
に形成されるものも認められた.
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考 察
エソトウから分赦された本ウイルスは長さ約 750nm のひも状粒子で,汁絃および 77
ラムシによって伝搬されること.裾]=他州が比較的狭 くレタスに全身感放し,都子伝染か
I,よられること.感某的物では 湾‥11の少ない Pinwheelなどの 細胞質的封入休が 形成され
ることなどの詔牲状7)Mj]らかにさわた,わが周ではエソドゥから怜出されるウイルスとし
て10縄#lIが知られているが,その中で粒子の長さが 750nm 前後の Po[yvirus耳侶こ尻守
るウイルスは Beanyelow mosaicvirus(井上ら,1963,′64),Watermelonmosaic
virus(rnouye.1964).Peaseed-bornemosaicvirus(#上.1967),Peanutmottle
virus(井上,1969)がある.これら既HiのIJ)1'ルスの叫 二は 本ウイルスと性状か一拍す
るもソ):ま見),jブ_r'ない.木ウイルスはそU)j'J-級,/いちLMVと同定された,
本ウイルス-)棉 /l-(/I.よキク科1冊勿に広く,レ_クス,ヒ1,クニ1ー-ソウ,ヤダルマキク,エ
ソギクなど9靴,マメ科のエソトウとスイ ト /ー-,7カザ科のホウレンソウ,C.amaran-
iicolor,C,quinoaの3科 15掛 こ全丑･よ染し,七ソニチコウ,7リタンウおよびツルナの
3椛に局部懲架が見られたが,ナス科,ウリ科, 7 /ラナ科,イネ科およびマメ科のソ /ー
マメ.イソケン,7ズキ,ササゲ,タイスなど9科42塵の供試植物には 寄生性が見られ
なかった,木ウイルスの これらの裾ノL=件は Ainsworthら (1939),小宅 (1961)および
Provvidentiら (1972)などが 鞘告した LMVの結果とほぼ 一致するものである.しか
LProvvidenti(1973)はマメ科･で青年性が見られたエソトウとスイ トピーの他に,イソ
I/ソは晶概によって局部病節を,形成し,またべポカポチJ.･に全身感染したことを,i･紺.Jして
いるが,本ウイルスはそれらに感触せず掛.､が見られた.本ウイルスの分灘株がェソドゥ
であったことから,16Jl■種のェソトウについて汁液描櫛を試ふたところ,すへての供訳品
柾が感受性であったが,そのほとんどが酔 い病徴を示し,オラt/jrおよび八雲の2晶伸が
比較的はっきりした退色斑からなるモザイクを/IJlした.
LMVは粗汁液車で比較的不安姫であり,ウイルス激症も低いとされている,レタスか
ら分離されたものは不活化温度が50-60OC.希釈収穫が50-500(告,保存限度が 1-2日
であった (Ainsworthら 1939,Fry1952,小室 1961)のに対し,本ウイルスは 不活化
温度では55-60oCて一敗したが,前釈限度が500-1,000倍,保7調蔓度が4-8E]であっ
た.
LMVの特掛 よ磁子伝染 することて あり,これに 闘する報告は 多く. その 伝染妄執よ
Newhal(1923)の約3%と4.8%､Ogilvieら (1935)の37%,Ainsworthら (1939)
の6%,Groganら(1951)の1-8%,Fry(1952)の6-15%,本邦てほ小壷の1-6
%の記録がある.Ogilvieの成f;Tは 他に比べて高かったが,これはl刑場で試旅したためW L
子伝染と媒介虫による2次感梁の両者が.?せれるものとFJえられた.本ウイルスはレタス
の2品種について調べたものであるが,ウェア- /トで0.8%,ニュ-ヨークで4.9%発
病し.rJ_t率ではあったかiEhl伝染が 認められた.したがって柿11伝染は 木病第 1次発生
0)主な要因となっているものと考えられ/こ.エソ トウ (オランダ)では病棟から採種した
149粒を播種してuAJ,AJべ たれ 柚子伝染は認められFJ:かった.ェソドゥでは陰性の結果であ
ったが,今後さらに多数の符丁･について調耕し,これを明確にする必要がある.
LMVの7プラムシによる伝凧 こついては多くの糾合があi),MyzusPersicae(Jaggar
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1921.Ainsworthら1939,小童1961.McLean1962,63,Provvidenti1972).Hyj)er0-
myzussp.(小室 1961),Macrosiphum hieracu'(Brandenburg1928).M,get(Ainsworth
ら1939),M.barri(McLeanら1963),AcyrihosiphonPiSum(Provvidenti1973)によ
って訓永続的に伝搬されることが知られている.本ウイルスもMyzuspersicaeによって
非永続的に伝搬された
レタスおよび ェ1/ドゥの病薬別紙の唾鞘切片の花子鯛徴鏡観察で細胞JE内に pinwheel
や屑板状の封入体が認められたが,この形状は Edwardson(1966)および Goethalsら
(1969)のL/タス,Goethalsら(1969)および Pares(1972)の C.quinoa.Provvidenti
ら (1972)のホウレンソウ,Edwardsonら (1974)のエソドゥについて裾皆したものと
ほは同様であった.また井上 (1973)はマメ科帖物に発生する種々の Potyvirus折のウ
イルスに感染した病糞の細胞質内封入体の形状を姐別し,LMVの pinwheelは他のウイ
ルスに比べて分枝の湾曲の度合が少なくほは放射状であり,また分枝は 1,2同の頂板構
造と見られることを報告している.木板のウイルスの観察でもpinwheelの形状は非上の
所見と一致するものであった,
エソドゥにおける本病の発生は前述の如く1969年に和歌山県御坊市で発見されたもので
あったが,1971年11月同地をJj:び調jEしたときには本病の発他は,i-.Il.められなかった,その
後治者の一人井 ヒ,lirl男の.JiI.慨 に1ると,1975(日[-･l地力で採娯されたェソドゥからLMVが
分断された.LMV の汁液抜髄によるエソドゥへの感染は3,くの報告がある (Ainsworth
ら1939,McLeanら1962,Provvidentiら1972)れ ェソドゥにおける自然発生につい
ては Provvidenti(1973)かノ■メリカで確認した槻告があるにすぎ/,i:い.スイ トビ-につ
いてはrFEくからその発叶が ｡,FuJlめられている(Ainsworthら1940).したがって LMVが
エソドゥにごく普通に発/r:す 乙～L,のであるとは考えられないカ1;.エソドゥは LMV に感
受性であり,しかも抵抗性山髄が知られていないといわれるのて,エソドゥ叔培地の近く
にレタスなどに発生する LMV の伝染源が あり,しかも本病の媒介虫が 多発/生するよう
な年には エソ l/クにおける LMV の自然光fL-ほあるものと考えてよいようである.もち
ろんエソトウの多くの占L.1鹿では抱く帖い退色斑点からなるモザイクであるため,その発生
を見落すことがあるかもしれないと!LE､I)′れた.
摘 要
1969111月和秋山PTt御目方市で採ilこした典に峠い娘脈遷化症状を/Jけ ェソドゥの病棟から
ウイルスを分脈してLIp別生状を調へ,その捕原ウイルスを Lettucemosaicvirusと同定
した･本ウイルスは汁液接郡が容易で･レクR.tヒ1,ク二チソウ,ヤク′レマキク,エソギ
クなどのキク科の植物に広く寄生性をもち,またマメ科のエソドゥとスイ トピー,7カIf
科のホウレンソウ,C,quinoa,ときに C.amaralLicolor,の3料14酢に全身感映し,-t=
ソこチコウ.7リタソウおよびツルナに局部病故を形成したが,ナス科,ウリ科,77ラ
ナ科およびイネ科の植物,およびマメ科のソラ7メ,インゲン,ササゲ,アズキなど9利一
42も正の帖物には,LE7課 しなかった.エ ソトウでは16品唖について調べたが,いずれも感受性
であった.
本ウイルスはモモアカアブラムシによっては搬され,その伝搬様式はjl永続lhl推理であ
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った.また 磁子伝染が 認め られ, レタスの ウェ7- ットで 0.8%, ニューヨークで 4.9%
の発柄か見 られた.ウイルス粒子は長 さ約 750nm のひも状であった.柑汁液小の不活化
限界は,耐鮒 Jt55-60oC.耐希釈性 500-1,000倍,耐保存性 4- 8FIであった,
柄薬の表皮細胞には Ⅹ体 の形成が 見られた.病葉の DN法試料には 封入体の破片か認
め られ,それには線間隔約 5nm の平行敵視微細構造が 観察 された.また病薬糾租の逓鞘
.L)J片.-1試料の花`子蛸徴縄観察では pinwheelや Iaminated aggregatesなどの 細胞質内封
入体が認め られた.
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l.LMV か)'jt如きィした悦■^'上エソトウU)1福赦 :jLl出払点
2-L LMV による-/ドゥの今身柄GJ/:ilCl瓜 .Tr.よ>'J七lJ'(ク
2:仏開大嵐 3:ナ ウ ソ J, 4:/u÷
5.6. LMV :こJ:るレLjス (ウェ7- ット)i/)t身柄絶 :モザ イク
lbt学 研 ')JtL
1.LMV の磯子伝弛した L/タス (ウェア- ノr)の柄故 :モザイク
2.LMV による七ソニチコウの局部病雄 :えそ輪紋
3.LMVによる-ゾギクの全身病敢 :淡い退色斑
4.LMV による C.amaranlicolorの局部病斑 :えそ仇点
5,LMV による C.quinoaの全身病故 :J娃色扱
6.LMVにJ:ると十クニ子ソウの全身病政 :淡い腰脈透化
7.LMV 感染エ-/トウ月度鮒胞に見らわらⅩ体 (×1,800) N:核,X:X(心
? ???? ????
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LIil
I. -I/ドゥかIlJ分離さJlLLMVのウイルス柁=f(DN法談や､L) (スケール :200nm)
2.3,1.MV 椛病レタス .難･の雌紳切目に 札られる封入体
1.PTA淡色に1/JDN法試f仲 に見らjJる卦人体 (スケール :50ntTl)
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